
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 「驚き」という視点を切り口にして追究することで、説明文の書き方や内容の理解ができやすかった。また、複数の新聞の一面を比較しながら、表現の工夫を探ることで、記事の配置の仕方や、クローズアップの仕方など工夫が見られた。また、他の「クジラ」に関する資料を探す姿も見られた。今後、他の説明的文章についても意欲的な追究ができる手だてを探っていきたい。また、取り入れた手法を使って発信する活動を進めていきたい。
	TextField2: 　説明文「クジラの飲み水」について驚きを感じるところに注目させたことで、多くの生徒が驚きを再認識し、その理由を追究しようとする活動が主体的に行われた。また、それぞれの生徒が感じた驚きの内容を再構成して新聞形式で書くことで、表現の仕方にも意識して書くことができた。
	TextField2: ①「クジラの飲み水」を読み、驚いたこと（すごい、不思議だ、すばらしい、など）をまとめる。（１時間）②驚いたことを出し合う中で、驚きが伝わってくるのはなぜかを追究し、事実の表現の仕方や、文章の構造に　ついてつかむ。（３時間）③自分が感じた驚きを新聞の工夫を取り入れながら、読者を決め、その読者を意識して書く。（留意点）・説明文についての「驚き」の内容をまとめる時に、文章の書き進め方にも着目させる。級友と「驚き」につ　いて意見交換する中で、新たに気づいたところがあれば、自分のまとめに加えさせる。・新聞が訴えたいことがどのように表現されているかを、複数の新聞を比較させることでつかませる。・他の資料をインターネットや他の説明文等からひいて、自分の「クジラ新聞」に加えることも促す。
	TextField2: 「クジラの飲み水」（教科書教材：三省堂）４時間「クジラ新聞を書こう（新聞づくり）」4時間
	TextField2: 　説明文の構造を理解し、表現の工夫を取り入れながら、読者を意識した新聞を書くことができたか。
	TextField2: 　説明文を読んで驚いたことについて話し合うことを通して、その驚きが素直に伝わるように書かれている文の構造を理解し、新聞の工夫を取り入れながら、説明文から感じた驚きを読者を意識した新聞を書く。
	TextField2: 読み手を意識してクジラ新聞を作ろう
	TextField2: 国語　33名
	TextField2: 第1学年
	TextField2: 松浦利幸
	TextField2: 島田市立金谷中学校
	TextField1: 説明文の魅力を伝えよう



